
２０１０年　２月　６日　台高山脈　高見山１２４８．３ｍ　　（単独行）
コース距離　　：　４．７ｋｍ　　所要時間　：　３時間０２分（休憩含む）
コース高低差　：　４３８ｍ

往路： 自宅05：03⇒久御山⇒針⇒杉谷⇒高見トンネル⇒07：40杉谷
帰路： 杉谷12:20⇒12:35たかすみ温泉14:10⇒針⇒16:40自宅

＊コースタイム
杉谷登山口07:59→08:47小峠→09:37稜線上(アイゼン取付)09:48→09:58高見山避難小屋
高見山避難小屋1041→11:08大峠→11:30小峠(アイゼン取外し)11:34→12:10杉谷登山口

場所の名称 時　刻 緯度 経度 標高校正
杉谷登山口  07:59 34.2511 136.0340 460
小峠  08:47 34.2523 136.0438 823

アイゼン取付
 09:37

34.2541 136.0507 1211
 09:48

高見山避難小屋
 09:58

34.2543 136.0517 1248
 10:41

大峠（高見山峠）  11:08 34.2526 136.0525 918

小峠（アイゼン外し）
 11:30

34.2523 136.0438 823
 11:34

杉谷登山口  12:10 34.2508 136.0342 460

＊山行日記
９日に来る予定をしていたが、気温が高い予想なので樹氷は出来ないと判断し、
今日明日は最低気温が低いと予想されていたから今日(６日)に変更した。
１６６号線杉谷近くの道路状況表示盤で現在温度－３℃と表示されていた。
大峠まで車で入ろうとしたが東吉野側・三重県側からもバリケードで入れなくされ
て仕方なく杉谷登山口に戻り駐車する。
バナナを食べてから登山準備をする、７時５９分登山を開始する。
小峠までは雪もなく樹氷は出来ていそうに無かったが、２０分すると登山道に雪が
踏み固められている。
登山道には雪が残っているが樹木には雪は付着していない、風も強くなってきた。
登るにつれ風がきつくなり体をもっていかれそうになる、１０ｍから１５ｍの風速と
思われる。
稜線で少少しずつ樹氷が出来ている、雪道と風で足元が不安定なってきたので
稜線上で風を避けられる所が有ったのでアイゼンを装着することにした。
手の指が冷たさで動かない、凍傷になるのではの思いでアイゼンのバンドを締め
終えるが帽子を忘れて頭が冷えて気が遠くなってきた。
気温は氷点下５℃以下だが風の強さで１０度以下の様に思われる、薄手の覆面
マスクを持っていたのでそれを被り手袋もゴアテクスの防寒手袋に取替えて山頂
を目指す。
小峠から大分時間がたっている、平井の分岐を見落としたようであるアイゼンを付
けて１０分もすると山頂の避難小屋に到着した。
小屋の中は先客で一杯であったが寒いので小屋の中に入ったが寒さは収まらな
い。
バナーを出し火をつけて手を温めようとするが中々温まらない。
コフェルを出してラーメン取り出す賞味期限はだいぶ前に終わっている、スープで
体を温めたかったから、案の定麺は食べられる味ではなかったスープだけ飲み
干した。
少し外が明るくなってきた、カメラを取り出して外へ出る、樹氷は出来ているが貧
弱さを感じる出来ているところも稜線上だけであった。
四・五枚写真を撮り終え荷物をザックに詰めなおし大峠側に下山ん開始する、小
峠に戻ったところでアイゼンを外して下り続け１２時１０分登山口に帰り着いた。
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